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１． はじめに 

 平成29年12月から平成30年2月の冬は、日本付近に強い

寒気が流れ込むことが多く、全国的に気温が低くなり、日

本海側では、1月中旬前半・1月下旬・2月上旬・2月中旬な

ど、何度も大雪となった。 

山形県においても、日本有数の豪雪地帯で知られる肘折

温泉のアメダスで平成30年2月13日に最深積雪445cmを観測

して、過去の記録を更新した。 

 本稿では、昭和56年に開通して以来過去最高の最大積雪

深５９５cmを観測した国道112号月山道路における冬期交

通確保の取り組みについて報告する。 

 

２．国道112号月山道路の概要 

 一般国道112号は、山形県の中心地山形市と日本海側の

庄内地方を最短距離で結ぶ主要幹線道路となっている。 

月山道路は、国道112号のうち月山（標高1,980m）と朝日

山系の山々に挟まれた山地を横断し、標高734mを通過する

約21kmの山岳道路となっており、うち約16kmは自動車専用

道路として指定されている。 

月山道路の前後は、東北横断自動車道酒田線が整備されて

おり、東日本高速道路（株）で管理している。 

 

 

 

 

 

 

 

冬期は日本海からの北西の季節風が強く吹き、これに

よってもたらされる積雪は、庄内地方沿岸部で50cm以上、

平野部で50～100cmであり、特に月山・朝日山地では5～6m

を超す日本でも有数の豪雪地帯となっている。また、非常

に複雑かつ急峻な地形となっている。 

 月山道路の調査、計画は、急峻な地形の高低差、積雪、

なだれ、複雑な地質構造と地すべりの克服、磐梯朝日国立

公園内の自然環境保全への配慮など、厳しい条件の中で行

われた。 

特に積雪調査は重要なものであり、調査費のついた昭和41

年度から、国道112号について当時の現道沿いおよび計画

路線付近に22点の観測点を設置し、積雪調査を行った。そ 

の結果、月山道路の積雪深は全国でも有数のものと分かっ

た。 

現地調査では、地元の方々の協力による道案内や宿泊によ

り、40km程をスキーで踏破して、1回の調査に4泊5日を要

した。 

さらに、道路路線の基礎資料を得るため、西川町砂小関か

ら朝日村大網まで延長31kmについて航空写真を用いて、積

雪および雪崩の状況判読を行い、これにより、地形・植

生・局地的気象条件等で、積雪や雪崩発生の状況が著しく

異なることが分かった。 

 昭和45年度から山岳部の月山道路の工事に着手したが、

冬期間は積雪のため、半年間作業が中止となる制約がある

上、山岳部の地形や地すべり、雪崩等を考慮して作業を進

めた。 

橋梁、地すべり防止等の構造物が多いことからかなりの工

期を費やし、昭和45年の着手から12年の歳月を経て、昭和

56年7月に全線開通した。 
 

    

    

図－１ 月山道路位置図 

図－２ 月山道路縦断図 

＊１国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務所 

＊２国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務所 月山国道維持出張所 



 月山道路は、1日の降雪量が約1m、最大積雪深が5m以上の

ため雪崩発生の危険性があり、さらに猛烈な吹雪や地吹雪に

よる視程障害が頻発するとともに、随所に吹きだまりが発生

する。この現象は特に夜間が顕著で、日中は穏やかでも夜間

には急変する場合が多く、除雪作業効率を著しく低下させる

ばかりではなく一般交通の障害となっており、開通当初は、

夜間通行止規制を行っていたが、平成3年度から除雪体制・

防雪設備・管理体制が整備されたことにより、夜間通行止規

制は解除された。 

 下記に開通後の最大積雪深を示すが、平成29年度は過去の

観測記録を更新した。 

S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H元 H2
449 515 413 572 363 456 312 351 421

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11
298 357 490 436 532 437 341 426 535

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
507 475 447 385 520 526 457 530 386

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
376 512 538 540 488 490 402 433 595  

 

 

 なお、年間の降雪日数は100日前後となっており、平成7年

度の123日が最も多い。 

S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H元 H2
89 121 94 114 97 89 84 81 88

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11
94 103 110 108 123 99 91 105 108

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
105 99 117 103 98 115 95 103 95

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
103 105 112 114 110 100 94 110 105  

 

 

各年の最も早い降雪は、昭和61年の10月17日であり、降雪

量は9cmとなっている。 

S57.11.24 S58.11.13 S59.10.30 S60.11.12 

10 2 10 2 

S61.10.17 S62.11. 6 S63.10.29 H 1.11.14 

9 1 45 20 

H 2.11.11 H 3.11. 5 H 4.11. 2 H 5.11.22 

18 2 3 3 

H 6.11.15 H 7.11. 2 H 8.11. 6 H 9.10.27 

1 3 3 4 

H10.11.12 H11.11.17 H12.11.18 H13.11.14 

3 17 1 10 

H14.10.29 H15.11.17 H16.11.16 H17.11.14 

1 1 2 1 

 

H18.11.13 H19.11.16 H20.11.19 H21.11.3 

25 8 35 21 

H22.10.26 H23.11.15 H24.11.2 H25.11.11 

9 23 0 49 

H26.11.13 H27.11.25 H28.11.4 H29.10.30 

23 3 1 0 

 

 

 過去5年の除雪車のべ出動回数は、平成29年が最も多く

3,674回となっている。 

上名川 616 回 652 回 517 回 636 回 801 回

中台 1,121 回 1,110 回 876 回 1,109 回 1,360 回

湯殿山 1,682 回 1,517 回 1,246 回 1,448 回 1,513 回

合計 3 ,419 回 3 ,279 回 2 ,639 回 3 ,193 回 3 ,674 回

H25 H26 H27 H28 H29

 

 

 

 昭和56年の開通以来、平成22年まで交通量は増加していた

が、平成27年度は減少し、8,217台/日となっている。 

 

 

 

３．関係者連携による冬期交通確保の取り組み状況 

・東北地方整備局基本方針 

 東北地方整備局では、異常な降雪に対応するため、次に示

す4つの基本方針で冬期交通確保を図ることとしている。 

①早い段階での通行止めによる集中除雪等の実施 

②除雪体制の強化 

③情報提供・啓発活動 

④関係機関との連携強化 

・早い段階での通行止め 

 国道112号月山道路においては、西村山郡西川町大字月山

沢（51k300：山形河川国道事務所管内）～鶴岡市上名川

（78k000）間26.7kmを｢大雪時の通行止め予定区間｣とし、早

い段階での通行止めによる集中除雪等の実施を行っている。 

通行止めは、状況により上り線（上り勾配）1車線のみを規

制するなど臨機応変に対応している。通行止めの際は、隣接

する山形河川国道事務所の寒河江国道維持出張所や山形自動

車道を管理している東日本高速道路（株）鶴岡管理事務所と

の情報共有を図っている。 

 

表－１ 月山道路の最大積雪深 （cm） 

表－２ 月山道路の年間降雪日数 （日） 

グラフ－１ 月山道路の交通量 （田麦俣）（台/日） 

表－３ 上段：初雪年月日、下段：降雪量 （cm） 

表－４ 除雪車のべ出動回数 



・除雪体制・監視の強化 

 月山国道維持出張所では、気象情報や雪氷気象予測を基に

管内の降雪予測を把握して除雪体制を配備し、管内61台のＣ

ＣＴＶカメラによる24時間体制での道路監視、毎日の道路巡

回の情報により実際の道路状況を確認している。また、除雪

車にＧＰＳを設置して、除雪車の位置情報・移動状況を把握

している。 

 

 

 

・ドライバーへの視認性向上策 

 月山道路では、路面の圧雪と高い雪提、さらに吹雪により、

視界が悪くなることから、平成16年度から一般国道では全国

に先駆けて、除雪車に噴射装置を取り付け着色液を噴霧して、

雪提にブルーのラインを引いて視認性の向上を図っている。 

 

 

 

さらに、湯殿山トンネル山形側坑口等においては、トンネ

ルの入口手前におけるドライバーの不安・負担を軽減するた

め、圧雪路面でも道路の外側線位置が視認できるように緑色

のライトで道路線形を示している。 

 

 

 

・啓発活動・関係機関との連携 

 毎年、10月中旬頃に｢早めの冬タイヤ装着｣の呼びかけを沿

道のドライブイン駐車場で実施している。 

平成29年11月16日、強い寒気が日本海西部から南下し冬型 

の気圧配置が強まる本格的な降雪のなか朝から昼にかけて、

山形県警の協力により、峠部の駐車帯において冬タイヤの装

着確認・チェーンの装着指導を実施して、未装着車両に対し

ては、通行規制(Ｕターン)を実施し冬タイヤ装着を促してい

る。 

 

 

 

・災害対策基本法による放置車両対策 

 異常な豪雪時などにおいて、道路啓開が必要だと判断され

る場合は、必要な手順を踏んで放置車両の移動を行うことに

している。 

 酒田河川国道事務所では、除雪機械オペレーターを対象に、

実際の車両を用いたスタック車両牽引実地訓練を実施して、

冬期道路交通安全確保に努めている。 

写真－１ 酒田河川国道事務所道路監視室 

写真－２ 雪堤のブルーライン 

写真－３ カーブ箇所でのガイドライト

に 

写真－４ 冬タイヤの装着確認・チェーンの装着指導 



 

 

 

・関係機関との連携強化 

 酒田河川国道事務所では、東日本高速道路（株）鶴岡管理

事務所との連携を一層強め、豪雪時又は事故等により月山道

路で通行止めとなる場合は、速やかに情報共有を図り山形道

の湯殿山ＩＣ～庄内あさひＩＣ間の通行止めを依頼している。 

 また、豪雪等によるスタック対応タイムラインをあらかじ

め定め、他車の通行に支障が生じた場合は、必要に応じて速

やかに通行止めの準備にとりかかり、警察へ交通規制の協力

依頼をするとともにバス、トラック協会への情報提供を実施

する。 

 

４．平成２９年度の冬期豪雪対応 

・平成２９年度の降雪状況 

 平成２９年１１月１６日に積雪を観測し、平成３０年４月

１０日まで降雪が観測された。 

この間、１日の降雪量が５０cmを超える日を１２回観測し、

平成30年1月11日、2月12日、13日の３日は、８０cmを超える

降雪があり、2月14日には最大積雪深５９５cmを観測して、

昭和56年に月山道路が開通して以来の最高積雪深を記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成２９年度の除雪体制 

 月山国道維持出張所では、月山道路を含む国道112号の山

形県西村山郡西川町月山沢（月山第1トンネル山形側坑口）

から鶴岡市下山添まで34.6kmを管理しており、湯殿山除雪ス

テーション、中台除雪ステーション、上名川除雪ステーショ

ンの３箇所の除雪基地で、合計２６台の除雪機械を用いて、

総勢４９人のオペレータによる体制で除雪を実施した。 

 

 

 

写真－５ スタック車両牽引実施訓練 

グラフ－２ 月山道路積雪深 

グラフ－４ 月山道路日降雪量 

グラフ－３ 月山道路累加降雪深 

グラフ－５ 月山道路日平均気温 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路監視設備として61台のＣＣＴＶカメラを配置している。 

 

 

 

降雪、積雪、吹雪に対応した主要防雪施設を下記に示す。 

 

 

 

・日降雪量が80cmを超える日の除雪実態 

 各除雪基地では、２交代制１チーム７名でシフトを組んで

おり、限られた人数で体制を組んでいるため、スポット的な

増員は難しく、１日で降雪量が80cmを超える日でも同じ人数

で対応せざるを得ず、除雪グレーダ２台とロータリー除雪車

１台を２４時間で、４、５回出動させて除雪を行った。 

 

 

 

・スタック車の発生状況 

平成29年度は28件のスタックが発生した。 

 

資料－１ 月山道路除雪日報 

除雪トラック １台 除雪トラック １台 除雪トラック １台
除雪グレーダ ３台 除雪グレーダ ２台 除雪グレーダ ２台
ロータリ除雪車 ２台 ロータリ除雪車 ２台 ロータリ除雪車 ２台
除雪ドーザ １台 除雪ドーザ １台 凍結抑制剤散布車 １台
凍結抑制剤散布車 １台 凍結抑制剤散布車 １台 小形除雪車 ２台
雪庇処理車 １台 雪庇処理車 １台 小形除雪機 １台

（VSP貸与）
小　計 ９台 小　計 ８台 小　計 ９台

湯殿山除雪ステーション 中台除雪ステーション 上名川除雪ステーション

除雪延長１０．２ｋｍ 除雪延長８．１ｋｍ 除雪延長１６．３ｋｍ

S57年設置 H元年設置 H2年設置

表－５ 月山道路除雪体制 

図－４ ＣＣＴＶカメラの配置 

図－３ 除雪ＳＴ、道路情報板の配置 

表－６ 主要防雪施設 

図－５ 月山道路スタック発生箇所 



 

 

 

・開通以来初めての除雪作業に伴う夜間全面通行止め 

 記録的な豪雪のため、トンネル坑口や道路脇斜面において、

雪崩や落雪等による災害や交通障害の恐れが生じたため、除

去作業に必要な日数を検討し、規制時間を関係機関と調整し

て、平成３０年２月１９、２０、２１日の３日間にかけて夜

間全面通行止めによる除雪作業を東日本高速道路（株）及び

山形河川国道事務所とともに実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全面通行止めを実施するため、事前に規制日時と国道47号

及び113号を広域迂回路とすることを関係機関に幅広く公表

して、作業に挑んだ。 

夜間全面通行止めの集中除雪とはいえ、シフトの関係で増

員は困難であったが、熟練オペレーターを配置するなどの工

夫をした。 

 結果、一般車両の誘導に時間を要したが、限られた時間内

において、安全で効率的な除雪作業を迅速に実施することが

でき、雪崩危険箇所の解消を図ることができた。今回の結果

を踏まえ、今後も必要と判断される場合は、全面通行止めに

よる除雪作業の検討を行っていきたい。 

  

５．おわりに 

 平成29年度の豪雪に対して、新たな取り組みで対応した月

山道路の冬期交通確保であったが、夜間の集中除雪で活躍し

た雪庇処理車は老朽化していたことから、平成29年度の試験

施工を踏まえ、今年度は新たな機種を導入して豪雪に備える。 

 

 

 しかしながら、チェーン未装着の大型車によるスタックや

想定が困難な落雪等、課題に向けて知恵を絞って対応策を検

討し、関係機関とのより一層の連携を図るなどして、よりよ

い冬期間の安全な交通確保に努めていきたい。 

写真－７ 夜間通行止めによる除雪作業 

写真－８ 平成29年度 雪庇処理車試験施工 

写真－６ 大型車のスタック状況 

平成 30年 2月 19日（月） 21:00～5:00 作業内容 

・八紘沢橋～八紘沢スノーシェッド 雪堤処理 

・八紘沢スノーシェッド 雪庇処理 

・八紘沢スノーシェッド～湯殿山トンネル 雪堤処理 

・湯殿山ＩＣ付近 雪堤処理 

・鶴の里橋付近 雪堤処理 

・米山橋付近 雪堤処理 

・田麦俣トンネル 雪庇処理 

平成 30年 2月 20日（火） 23:00～5:00 作業内容 

・とりや沢スノーシェッド 雪庇処理 

・とりや沢橋付近 雪庇処理 

・湯殿山ＩＣ付近 雪堤処理 

・鶴の里橋付近 雪堤処理 

・朝日第一トンネル付近 雪庇処理 

平成 30年 2月 21日（水） 23:00～5:00 作業内容 

・湯殿山トンネル 雪庇処理 

・月山第二トンネル付近 雪堤処理 

・七つ滝スノーシェッド 雪庇処理 

・湯殿山ＩＣ付近 雪堤処理 

・大網トンネル付近 雪堤処理 

・鷹匠橋付近 雪庇処理 


